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「中小企業·小規模事業者支援「中小企業·小規模事業者支援
に関する連携協定」締結式に関する連携協定」締結式

　10月8日（火）、当所にて、名張市、名張商工会議所、公益財団法人三重県
産業支援センター、三重県信用保証協会、株式会社日本政策金融公庫津支
店国民生活事業、株式会社百五銀行、株式会社三十三銀行、株式会社南都
銀行、北伊勢上野信用金庫、伊賀ふるさと農業協同組合が、「中小企業・小
規模事業者支援に関する連携協定」締結式を行いました。
　本協定は中小企業者等の支援のために相互に連携・協力することで、中小
企業者等の持続的な発展及び地域経済の活性化を図ることを目的としてい
ます。各支援機関の専門知識やネットワークを活用した連携を強化し、創業、
事業承継、新事業展開、金融、人材育成等の支援を実施していきます。
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　名張商工会議所は9月18日（水）から20日（金）の3日間、
インテックス大阪（大阪府）で行われた小売・外食・宿泊・
観光業界に向けた関西圏最大のサービス産業専門商談展
「FOODEX JAPAN in 関西2024」に出展しました。食に特
化した関西最大規模の展示会であり、3日間で10,770名のバイ
ヤーが会場を訪れました。今回の取組みは、共同協業販路開
拓等補助金を活用し、参画事業者の販路拡大支援を目的とし
たもので名張市内の２事業者が出展しました。

　名張商工会議所青年部は、9月28日（土）、9月度例会【自
然と歴史に触れる、竜神山トレッキングで心と体をリフレッシ
ュ！】を開催しました。
　名張市の魅力を再発見し発信していくため、青年部会員自
身が名張市の魅力を知るために開催したもので、赤目地区に
位置する竜神山トレッキングを実施しました。
　赤目自然学校の宮本氏ガイドのもと八幡神社から出発し、
竜神山トレッキングのほか柏原城跡や勝手神社を見学し、そ
れぞれの歴史や文化について解説を受けました。
　青年部会員の多くは竜神山の存在すら知らず、今回の例会
を通じて、名張市にはまだまだ知られていない観光資源等が
たくさんあり、その保全には地域の方々が尽力していることを
学びました。

　10月13日（日）に第17回「隠街道市」が開催されました。
　「隠街道市」は、名張地区が「名張の原風景」を残しなが
ら誇りと愛着を持てる人情あふれるまち、多くの市民が集い交
流する憩いの場として、また活気あふれるまちの再生のため、
名張地区まちづくり推進協議会が主体となり、名張地区住民
をはじめ、商店街及び企業、ボランティア市民活動団体、商工
会議所、行政との連携・共同により開催されております。
　当所では、食品商業部会（部会長：西田哲也）が中心となり
上本町サンロードエリ
アを企画、運営し、商
店街によるワゴンセー
ル、和洋菓子販売等の
名張の物産のお店やア
クセサリー等の小物販
売のお店が多数出展
し、賑わいました。

　10月2日（水）都ホテル四日市にて三重県商工会議所女性
会連合会の総会が開催され、名張会より6名（正副会長4名、
専務理事含む事務局2名）が参加しました。
　総会は式次第に沿って進められ、第１号議案から第３号議
案まで滞りなく満場一致で承認されました。
　会議終了後、四日市と京都市に拠点を持つ「子どもの本専
門店　メリーゴーランド」の店主　増田喜昭氏による記念講演
「子どもと読書」が開催されました。絵本に関わる海外の人々
との交流や、絵本を通じ
た子どもたちとの関わり
などが、増田氏の生き生
きとした話しぶりで語ら
れました。
　 その後の懇 親会で
は、アトラクションとして
四日市出身のジャズシ
ンガー　牛嶋としこ氏
によるミニコンサートが
行われ、ジャズの定番曲
やミュージカルの人気曲
等、数々の名曲が会場
に華を添えました。

FOODEX JAPAN in 関西 2024へ出展 第17回「隠街道市」開催

名張商工会議所青年部 ９月度例会を開催

三重県商工会議所女性会連合会
総会に参加

女
性
会



警 備 保 障

～あなたの安心、お守りします～

イセット株式会社
名張営業所　名張市平尾3213番地5  賛急屋ビル1F
　　　　　TEL 0595-64-4141　FAX 0595-64-7917
ホームセキュリティや防犯カメラ、消防点検など
　　　警備のことはもちろん、何でもご相談ください！
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1111 月月はは｢｢労労働働保保険険未未手手続続事事業業一一掃掃強強化化期期間間｣｣でですす  
 

□事 □業 □主 □の □皆 □様 □へ  労働保険の成立手続はおすみですか 
 

 厚生労働省では、１１月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」として全国で集中的に取組み、 

 三重労働局では、一般社団法人全国労働保険事務組合連合会三重支部と連携して、労働保険未手 

続事業場を戸別訪問する等により、手続勧奨を行っています。                 
 

労働保険（「労災保険」と「雇用保険」の総称）は政府が管理し、運営する強制保険です。    

農林水産業の一部を除き、労働者を１人でも雇用している場合、事業主又は労働者の意思の有無

にかかわらず成立手続を行い、労働保険料を納付しなければなりません。            
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（注１）雇用保険の被保険者とならない場合もあります。 

※建設業の現場労災保険については、適用要件が異なります。 

労労働働保保険険のの成成立立手手続続をを怠怠っってていいるるとと？？  

１１．．遡遡っってて保保険険料料をを徴徴収収すするるほほかか、、追追徴徴金金もも徴徴収収ししまますす  

２２．．労労働働災災害害がが生生じじたた場場合合、、労労災災保保険険給給付付額額のの全全部部又又はは一一部部をを徴徴収収ししまますす  

３３．．事事業業主主のの方方ののたためめのの助助成成金金がが受受けけらられれまませせんん  

  

労労働働者者をを雇雇用用ししてていいまますすかか？？  

労労働働保保険険のの成成立立手手続続がが必必要要でですす  労労働働保保険険のの成成立立手手続続のの必必要要ははあありりまませせんん  
今後、労働者を雇用した場合は、労働保険の手続が必要です。 

労労災災保保険険及及びび  

雇雇用用保保険険（（注注１１））  

のの両両保保険険加加入入  

労労災災保保険険ののみみ  

加加入入  
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おお問問合合せせ先先  三三重重労労働働局局総総務務部部労労働働保保険険徴徴収収室室  電電話話::００５５９９－－２２２２６６－－２２１１００００  

又又はは、、最最寄寄りりのの労労働働基基準準監監督督署署・・公公共共職職業業安安定定所所（（ハハロローーワワーークク））へへごご相相談談くくだだささいい。。  
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労 働 保 険 

労災保険（労働者災害補償保険） 
労働者が業務上の事由、二以上の事業の

業務を要因とする事由又は通勤が原因で負
傷した場合、病気になった場合や不幸にも
死亡された場合に被災労働者や遺族を保護
するため必要な保険給付を行います。 
 また、労働者の社会復帰促進など、福祉
の増進を図るための事業も行っています。 

 

雇用保険 
労働者が失業した場合や雇用の継続が困

難となる事由が生じた場合に、労働者の生
活や雇用の安定を図るとともに、再就職を
促進するため必要な給付を行います。 
 また、労働者の能力の開発や向上等労働
者の福祉の増進を図るための事業も行って
います。 

11月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です
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事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…2.20〜3.40%

令和6年10月1日現在

小規模事業資金（三重県制度融資）………………1.60％または1.70％
令和6年10月1日現在

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば
年
末
調
整
に
お
け
る
定
額
減
税
額
の
精
算

年
間
の
給
与
等
に
係
る
税
額
の
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算
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自分史、冊子、ポスター、チラシ、
名刺、ハガキ等の印刷も承ります！

⑸ 第 686 号　会議所ニュース

　税金・会計のことでお悩みの人は、お気軽にご相談ください。

【対象者】　伊賀地域に在住・在勤の方
　　　　　＊完全予約制（1人当たり３０分程度）
【申込先・お問合せ先】
　東海税理士会上野支部
　☎0595-51-0932　午前９時～午後３時
　＊水・土・日曜日・祝日を除く
　ホームページ　http://www.ict.ne.jp / ～zei-ueno/

令和6年11月9日（土）
13：30～16:30
（税を考える週間行事）

令和6年12月14日（土）
13：30～16:30

名張産業振興センターアスピア3階
会議室B

ハイトピア伊賀3階
セミナールームA・B

開催日時 開催場所

東海税理士会上野支部からのお知らせ（一社）伊賀法人会からのお知らせ

無料税務相談会のご案内● 年末調整説明会のご案内 ●
　上野税務署法人課税部門担当官を講師に迎え、下記のとお
り開催いたします。
　会場の都合上、参加人数を制限させていただきます。
【伊賀会場】　参加人数　60名（先着順）
★日時 ： 令和6年１１月18日（月）　14：00～16：00
★会場 ： ハイトピア伊賀 3階ホール（伊賀市上野丸之内500）
【名張会場】　参加人数　35名（先着順）
★日時 ： 令和6年１１月21日（木）　14：00～16：00
★会場 ： 名張産業振興センター アスピア 4階
　　　　（名張市南町822-2）
★内容 ： 「年末調整」等について
★講師 ： 上野税務署　法人課税部門　担当官
★受講料 ： 法人会、上野商工会議所、名張商工会議所、伊賀
　市商工会の会員の方は無料。その他の方は、2,000円
　事前に申し込みが必要です。
★申込先 ： （一社）伊賀法人会　☎24-5774/FAX24-5796

【上野税務署】
　　国税庁では、日頃から国民の皆様に租税の意義、役割や税務行政の現状について、より深く理解してもらい、自発的
かつ適正に納税義務を履行していただくために納税意識の向上に向けた啓発活動及び広報施策を行っています。
　特に、毎年11月11日から11月17日までの一週間を「税を考える週間」とし、この期間を中心に様々な
広報広聴施策を実施するとともに、税務行政に対するご意見やご要望をお寄せいただく機会としていま
す。
　今年の「税を考える週間」では、「これからの社会に向かって」をテーマといたしまして、国民の皆様に
税の役割や適正・公平な課税と徴収の実現に向けた庁局署の取組について紹介することとしています。

「税を考える週間」ってなに？

国税庁ホームページ「国税庁の取組紹介」

日　　時　令和7年1月7日（火）
　　　　　受付 12時より　　開会 12時30分
場　　所　名張産業振興センター（アスピア）
会　　費　6,000円（当日、会場にて頂戴します）
申込締切　令和6年11月29日（金）

（締切日以降のお申込は名簿に御名前を掲
載出来ません）

※参加を希望される会員様は、お電話またはメールで下
記までお申込下さい。

※申込時に事業所名・住所・電話番号・参加者氏名（役
職）をお伝え下さい。

申込・お問合せ先　名張商工会議所　総務管理課
　　　　　　　　　TEL63-0080／FAX64-3211
　　　　　　　　　e-mail：ncci@nabari.or.jp

令和7年新年祝賀会開催のご案内令和7年新年祝賀会開催のご案内



Morning Set
お飲み物料金　＋０円
（ホットケーキ or トースト or エッグトースト）
Coffee

港屋珈琲 名張店
名張市夏見 302-3 リードタウン名張内
TEL 41-1611（営業時間 7:00～23:00）

有機栽培オリジナル焙煎珈琲
水出しアイス珈琲
Tea

オカブラン 有機栽培水出しアイスティー
ハニーブッシュ一番人気のスイーツ

会議所ニュース　第 686 号 ⑹

　名張商工会議所は、地域の素晴らしいお店や企
業をもっと多くの方々に知っていただきたいという
想いから、会員事業所紹介の投稿を開始いたしま
す！あなたのお店や企業の魅力を精一杯お伝えいた
します！ぜひPRにご活用くだ
さい。
　紹介をご希望の会員様は当
所（0595-63-0080）まで。
ご連絡お待ちしております！

フォローはこちら→

　10月11日（金）、名張商工会議所　食品商業部会・総合商業部会
は、市内に大型店（売場面積が1,000㎡を超える小売店）の進出が相
次いでおり、県内他市と比較すると名張市民1人あたりの大型店売場
面積が多く、オーバーストアな状況となっていることについて、名張市
産業部との意見交換会を開催しました。
　当日は両部会計10名の出席者
から、農業振興地域の用途転用
についてや、出店情報があった
際に商業者の意見を確認いただ
きたい事などについて、意見及
び要望をお伝えしました。

■新入会員企業のご紹介 令和6年9月11日から令和6年10月10日までに当所へご入会頂き、本紙への
掲載をご了解頂きました皆様です。（ご入会日順）

事 業 所 名
トリニタス

eye design Any

代表者名
瑞慶山　浩一
辻　恵里

所　　在　　地
名張市蔵持町原出522‐29
名張市桔梗が丘4‐6‐3

事業内容
金属加工業
マツエク、ネイル等

名張商工会議所Instagram
新サービス始動！

食品商業部会 · 総合商業部会

名張市産業部との意見交換会を開催

● アスピアホール利用についてのお知らせ ●
　平素より名張産業振興センター（アスピア）をご利用頂きまして誠にありがとうございます。
　当所1Fのアスピアホール（イベントホール、アスピアⅠ・Ⅱ）におきましては、展示会、式典、祝賀パーティ、総会、映
画会、発表会、打ち上げ、忘年会、同窓会等でお手軽にご利用いただけます。

利用例）忘年会でのご利用の場合
　　　　利用施設：アスピアⅠ・Ⅱ　平日夜間（17：00～22：00）
　　　　利用設備：円卓テーブル×8、音響設備（マイク等）、ステージ、司会台、プロジェクター、スクリーン利用
　　　　利用料金：36,080円（税込）

※上記料金は名張市内の個人・団体・事業所で使用した場合のものとなります。
　70～80名ほどまでであればアスピアⅠ、Ⅱいずれかのみでご利用いただけますが、参加人数がそれ以上となる場
合は、両ホール併せてのご利用をオススメします。
　また、当所2Fレストラン、サロンアスピア様にてお食事も
ご用意いただけます。
　詳しくは、下記の名張商工会議所HPをご参照ください。

 ○お申込・お問い合わせ先○
　名張商工会議所　総務管理課
　〒518-0729　名張市南町822-2
 〔貸室専用電話〕☎0595-64-5353
　HP: https://www.nabari.or.jp/aspia/ アスピアⅠ（１７６㎡）＋アスピアⅡ（１８８㎡）⇧


